
平成１３年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

④目標値

⑤事業の進捗状況

計画

実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国

県

市債

その他

一般財源 84,834,927 64,813,401 67,324,360

20,769,322 20,403,920 20,993,640

138,571,821 118,686,898 122,401,000

財源内訳

31,933,000 32,411,000 34,083,000

1,034,572 1,058,577

事業費

37,907,263 48,644,543 51,140,000

100,664,558 70,042,355 71,261,000

13.0 9.0 9.0

平成12年度決算 平成13年度決算 平成14年度予算

目標値
－ － 82.0%

81.2% 81.3% －

成果指標名 入所充足率

成果指標の説明 延入所者数／延定員

延入所者数 ４８７人 ４８８人 ４９２人

想定する成果 養護に欠ける高齢者の養護と明るく楽しい老後の生活ができる場を提供できる。

項　目 平成12年度実績 平成13年度実績 平成14年度計画

対　　象 65歳以上で、環境上の理由及び経済的理由等により、居宅において生活することが困難な高齢者

手　　段 入所させ、養護に努めた。

基本目標 施策名

健康で安心して暮らせるまちづくり 高齢者福祉

根拠法令等 老人福祉法 Ａ法令　　

事業ｺｰﾄﾞ 事務事業名 養護老人ホ－ム管理運営事業

市民福祉部 長寿課 養護老人ホ－ム担当 内線等 8004

課　長 担　当



⑥事務事業内容の評価

⑦これまでに実施した改善点

⑧今後の改善すべき点

緊急度 痴呆等が段々進んできている高齢者には、介護認定の申請をし、特養入所等の申請手続きを進めていく。

市民参加度 地域との交流を盛んにし、開かれた施設を目指す。

効率性

公共性 特別養護老人ホームの併設、民間参入を視野に入れて、整備計画を進めていきたい。

市民参加度 苦情相談窓口が制度化されて、第三者委員等を委嘱し、苦情解決に対応する体制を整えた。

達成度

公共性
施設の老朽化で建替えの時期を迎えている。建替え計画においては、プライバシー保護の面からも個室形態
を主体にし、短期入所者専用室等対応できる施設整備を計画しつつある。

緊急度
短期入所者の受け入れ拡大、入所者の転倒防止・骨折防止のため各居室等に手摺りの設置、食堂兼集会室入
口の段差をなくした。

達成度

効率性 給食調理業務を委託し、人件費の削減を図った。

35

Ｂ

合　　計 35

総合評価 Ｂ

29

6
老人ホーム運営を通じ、入所者の身元引受人及び慰問・ボラン
ティア・地元の小中学校生等から生の声を聞き取っている。

小　　計 29

市民参加度 6

3

10

養護老人ホーム運営は民間でも可能であると思われるが、蒲郡
市においては歴史的な経緯から市営となっている。（東三河で
は豊川市を除いて、すべて市営及び町営である。）
高齢化による痴呆、足腰が不自由な高齢者が増えつつあるた
め、ベット専用部屋等、段差のないバリアフリー化された施設
整備が必要となってくる。

公共性 3

緊急度 10

6

10

高齢化のため、入所希望者は多数潜在すると思われるが、実際
に入所手続き等をする人は限られてくる。また、実情に則した
定員を基準とすると欠員も１名あるのみである。

給食調理業務を委託したので、人件費の削減が図れた。

達成度 6

効率性 10

項　　目 課内評価点数 部長評価点数 評価の説明（問題点）


	養護老人ホーム

